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2. 基本情報 

ネパールは、南アジアの内陸に位置し、北は中国、南はインドと国境を接する連邦共和国である。大

統領を長とする多党制民主主義をとっているが、政府の長は首相である。601 名の選挙により選出さ

れた議員からなる国レベルの制憲議会と、地方開発省の監督下にある地方政府制度とを擁する。1999
年、中央から地方への権限移譲に関する既存の法的枠組みに基づき、これを改善すべく地方自治法が

施行された。少数民族地域や先住民、社会経済的発展から疎外され虐げられている人々を含む住民全

体が、社会において互いの民族性を尊重し、発展支援への参加を促すことを目的としている。 
2 つの市と 60 の村落開発委員会を擁するシャンジャ郡も地方分権・権限委譲の対象地区である。シャ

ンジャ郡は高度 366m に位置し面積 1164km2、人口 31 万 7320 人で、うち女性は 17 万 3701 人、男

性 14 万 3619 人である。 
ネパールの総人口は約 2710 万人で、103 の少数民族／59 のカースト／93 の言語／多様な文化と生活

習慣を有する。75 の郡・58 の市・3913 の村落開発委員会が設置されている。 
国土面積は 147,181km2で、人口の 7 割超が農業に従事している。 

 
3．ジェンダー主流化における３つの主要課題／障害 

 男女共同参画と社会的包摂 
 地方自治 
 貧困削減 

 
4．職務内容 

 DDC、VDC（村開発委員会）、NGO、国際 NGO、民間組織、郡行政機関の間の関係強化と連

絡調整 
 シャンジャ郡 GESI（男女共同参画および社会的包摂）実施委員としての、DDC および VDC

レベルの GEMSIP（ジェンダー主流化および社会的包摂促進プロジェクト）プログラム／活動

のファシリテーション 
 研修／ワークショップ／セミナー／会議等の開催 
 地方行政体およびコミュニティ組織の能力強化 
 DDCを通じて実施される多様なプログラム／プロジェクトに見られる社会問題のモニタリング

と監督 
 業務の進捗／直面している問題／教訓／提言等含む各種レポートの作成 
 農村部におけるインフラ敷設事業に関する実行可能性査定および社会経済的影響評価 

 
5． ジェンダー主流化にあたっての課題 

意識の向上 
シャンジャ郡レベルでの全政党制メカニズムによる知見共有プログラム 

 
6． 上記課題選定の理由 

シャンジャ郡レベルの全政党制メカニズムにおいて、ジェンダーに配慮した立案が十分に行われて

おらず、また社会的弱者や疎外された人々、受益者層（ターゲットグループ）が所有権を獲得でき

る参画機会を創出する計画立案がなされていない。また、地方レベルの課題事項に直面しており、

以下の項目について啓発活動を展開したい。 



 全政党制メカニズムにおいてジェンダーに配慮した立案が十分になされていない。 
 全政党制メカニズムと社会的に疎外された人々との間で、概念の共有やジェンダーに関する啓

発が行われていない。 
 フォローアップ／モニタリングプロセス等のボトムアップ式の立案プロセスにおいてジェンダ

ー配慮実現／所有権獲得ができていない。 
 全政党が郡レベルから地方レベルに至るまで調整力／包摂力を持つ。 
 主に政党はボトムアップ式の立案プロセスと郡レベルの予算編成に関与する。 
 しかし計画プロセスにおける社会的弱者の参加率は低い。 
 本プログラムの実施後、女性／ダリット、ジャナジャティ、ムスリム、マデシ等の少数民族／

社会的に疎外されたグループについてボトムアップ式の立案プロセスが施行された。 
 
7．セミナーから得た知識とスキル 

ジェンダー配慮 PCM を学んだなかで、シャンジャ郡にて完全なる社会的包摂を達成し男女共同参画

を推進するためには、社会的弱者や社会的に疎外された集団や受益者層等の全参加者／関係者間で

意識を向上し、全政党制メカニズムにおけるボトムアップ式立案プロセスの知識と経験を共有する

必要があることに気づいた。これを受けて、まず所属部署にて以下の活動を展開したい。 
0-  郡レベルで全政党制メカニズムを用いてジェンダー主流化及び社会的包摂促進に関するオリエ

ンテーションまたはワークショップを実施する。 
1-  能力強化のためにジェンダー・エクイティに関する知見／スキル／経験を共有する。 
1.2- 委員会を設置し、郡開発計画のモニタリング／監督／実施を行う。 
1.3- 会合と業務の進捗状況に関するレポートを作成する。 

 
8．ジェンダー主流化に関するアクションプラン 

1) プロジェクトタイトル： 
シャンジャ郡レベルでの全政党制メカニズムにおける意識向上／知見共有プログラム 

2) 期間：2011 年 8 月－2011 年 10 月 
3) 対象地域：シャンジャ郡 
4) 受益者層（ターゲットグループ）：シャンジャ郡の全政党制メカニズム 
5) 実施機関：シャンジャ郡開発委員会 
6) 上位目標：郡レベルで男女共同参画社会が構築される。 
7) プロジェクト目標： 
ジェンダーに配慮した郡開発計画を策定するため、全政党制メカニズムにおける意識／知識の向

上と能力強化を図る。 
8) 活動： 

0- 郡レベルで全政党メカニズムを用いてジェンダー主流化及び社会的包摂促進についてのオリエ

ンテーションまたはワークショップを実施する。 
1-  能力強化のためにジェンダー・エクイティに関する知見／スキル／経験を共有する。 

1.2- 委員会を設置し、郡開発計画のモニタリング／監督／実施を行う。 
1.3- 会合と業務の進捗状況に関するレポートを作成する。 

9) 成果： 
  1- 全政党制メカニズムにおいて共通概念を構築しジェンダーに関する啓発を行う。 
 2- 全政党制メカニズムにて郡レベルでのジェンダー配慮型社会的包摂計画を策定する。 


